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１．基本方針

私たちの郷土長岡は、新潟県中越地震から１０年の間、力強く復興を遂げてまいりました。新たな一歩を踏み出す本年は、市民一人ひとりがこれまで以上に未来のまちの姿を考え行動しなければなりません。我々、一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡ＪＣ」とする）は、これから先の１０年に向けて、多くの市民が郷土長岡に誇りをもって積極的に考え行動する、未来へ向けたまちづくりの創造をしていくことが必要だと考えます。
まずは、長岡ＪＣメンバーが今まで以上に、「市民協働運動」の輪を広げるために、市民協働のひとつであるフェニックス花火に関わる事業に参画をし、復興祈願花火フェニックスに込められた打ち上げ当初の想いを広く市民に伝え、共に活動していただける仕組みづくりを模索してまいります。そして、震災を経験していない子供たちが増えていく中で、忘れてはならない震災の事実や復興への想いを風化させないために、これからを担う次世代の子供たちに震災当時の状況を語り継ぎ、復興にかけた人々の想いや復興祈願花火フェニックスの理念、意義を伝えてまいります。さらに、長岡ＪＣメンバーが市民協働の理念を再確認すると共に、多くの市民に市民協働の意義を理解していただくために、市民協働の拠点である長岡のシンボル「シティホールプラザ　アオーレ長岡」に多くの市民が集い、今まで以上に親しみをもっていただける活動を行ってまいります。また、「シティプロモーション」による未来へ向けたさらなる発展のために、長岡の魅力を全国へ発信することで起こるまちの発展に対する効果や、有効な発信方法を市民と共に学んでまいります。
一年間の活動を通し、未来創造特別委員会メンバーが一丸となり、市民と共に全国に誇れる郷土愛と魅力に溢れた長岡の未来へ向けたまちづくりへと新たな一歩を踏み出し、「長岡のまちのセールスマン」としてまちの魅力を広く伝播できる人財に成長していきます。 
２．事業計画
（１）会員拡大　(通年)
　　　　　　市民と一体となり行う未来に向けたまちづくり活動の魅力を新入会員候補者に伝え、その過程で出会える仲間や自己成長の場の大切さを語り合うことで長岡ＪＣの価値を感じていただき、５名以上の会員拡大を行います。

（２）フェニックス事業　(通年)
　　　　　　復興祈願花火フェニックスに込められた気概を未来へ繋げていくと共に、フェニックス事業を市民協働で継続するため、主体性を持って取り組み、復興祈願花火フェニックスのこれからの在り方を各種関係諸団体と共に検証し、全国へ発信していきます。
（３）アオーレ誕生祭　(４月)
長岡のシンボル「シティホールプラザ　アオーレ長岡」にて、アオーレ誕生の経緯や想いを学ぶと共に、誕生祭をきっかけとして市民同士の交流がより盛んになっていくよう参画いたします。　
（４）ブロック大会　(９月)
　　　　　　公益社団法人日本青年会議所　北陸信越地区　新潟ブロック協議会へ出向しているメンバーの活動を知ると共に、昭和５０年生まれのご卒業される皆様の功績を称え、お祝いをいたします。

（５）担当例会　(１０月)
長岡のさらなる発展のために、市民と共に長岡の魅力を全国に発信することで起こるまちの経済効果と、それに伴う郷土愛の向上に対する効果を知り、有効な発信方法を学ぶことのできる例会を設営いたします。
３．年間スケジュール
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